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株式会社ＳＹＳホールディングス　　　　　　　　　　　　　　　 
当社グループの創業者である鈴木裕紀と安田
鉄也は、1991年にソフトウェア開発会社を設立、
二人の頭文字（Ｓ,Ｙ）から（株）エスワイシステム
と命名しました。その後、事業拡大に伴い2013年
８月に純粋持株会社として当社を設立し、2017年
６月には東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場への株
式上場を果たしました。
当社グループは、車載ＥＣＵ・工作機械等のグ

ローバルに展開する企業と、電力・生損保等の社
会情報インフラを支える企業を取引先とした総合
情報サービス事業を展開しており、FieldPlus®・
iContact+® Office等のモバイル製品の販売も
行っております。
ＡＩ・ＩｏＴ等で革新をもたらしてきた情報技術
を通じて、健全な社会の発展に貢献するため、ＩＴ
人材の育成から情報システムの開発・運用・保
守、コンサルティング等の一貫したサービスを
当社グループ内で提供しております。

当社経営理念の一つである「業界・地域・社
会貢献」に基づき、中部経済、ひいては日本経済
のサポーターとなれるよう、精進して参ります。 

設立　2013年８月
事業内容　総合情報サービス事業
所在地　〒461-0002　名古屋市東区代官町35-16 第一富士ビル2階
TEL　052〈937〉0209　　FAX　052〈937〉0223　　URL　http://www.syshd.co.jp/　 

代表取締役 会長 兼 社長

鈴木　裕紀
すずき　　ひろのり

メッセ ージ

私は26歳で創業し、直ぐにバブル崩壊を迎え、
資金繰りや営業に奔走しました。幸い危機を乗り
越えたのですが、今度は関東・関西・上海・西安・
インドネシアと業容拡大に奔走しました。ようやく
事業が形になったと思ったら、リーマンショックを

迎え、これを契機と捉えＭ＆Ａに奔走しました。
正に仕事一筋で、学生時代からもスポーツとは
無縁な生活を送っておりましたが、2011年45歳
の時に、自治体向けの業務を始めた事を契機に、
マラソンと出会いました。１日３箱の煙草を吸う愛
煙家で100mも走れなかった私が、今では、年に
１度はフルマラソンを走り、登山に行きます。また
2016年からはゴルフも始めました。今年は、ゴルフ
のスコアアップと、軽微な雪山に挑戦します。また、
沢山の神社仏閣に出向き、御朱印を集め、清らか
な心で社業に邁進したいと思います。
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設立　2018年４月
所在地　〒391-0292　茅野市豊平5000番地1
TEL　0266〈73〉1201　　FAX　0266〈73〉1230　　URL　https://www.sus.ac.jp

公立大学法人 公立諏訪東京理科大学

理事長

唐澤　範行
からさわ　　のりゆき

メッセ ージ

一昨年から、中央教育審議会大学分科会に
て、日本社会の未来と高等教育について議論が
なされ、昨秋答申案が出されています。第４次産
業革命の時代に向かっている現在、答申でめざ
す、今生まれた子供が大学学部段階を卒業する

タイミングである2040年に向けて、本学も目線を
上げて大学改革に取り組む必要があります。
本学の目的は、向かう時代に対応する技術者

の教育ですが、目指すものは、20年先でも主体性
をもつ人材育成を行う大学の在り方でしょう。
私は企業人の40数年を経て、本学の公立化から
大学経営を担うことになりましたが、社会に貢献
する人材育成という点ではどちらも同じ取組みと
言えます。諏訪圏の素晴らしい自然環境の中で、
ユニークで魅力ある大学を目指してまいります。 

2018年４月に公立大学として生まれ変わった
本学は、我が国でも有数のものづくり産業の集
積地である長野県諏訪地域に立地しています。
今、ものづくりをめぐる環境は情報技術の発展に
より大きく変化しており、本学でも従来のものづく
りに加え、ＡＩ（人工知能）をはじめとする情報通
信技術を担うことの出来る人材の育成に重点を
置いています。
さらに、本学の伝統である「工学と経営学の融
合教育」で技術系の
学生が経営学を修め
ることにより、技術を
学ぶだけではなく、そ
れを社会にどう役立
てていくかを学ぶ、総
合的な力や判断力を

身につけるための教育を行います。
本学の立地する諏訪圏の企業も急速にグ

ローバル化している中、地元企業の協力も得つ
つ、地域に貢献するとともに世界にも羽ばたく人
材を育成します。
研究開発においては、地域連携研究開発機
構を設置し、最先端の技術開発に挑戦するとと
もに、地域の産業技術の発展にも貢献してまい
ります。 


